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第５８期  報 告 書  
平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日 

株主の皆様へ 



　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申しあげます。 

　本年３月の東日本大震災により、被災されました株主の皆様には心からお見舞い

申しあげますとともに、一日も早い復興をお祈り申しあげます。 

　ここに第５８期報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申しあげます。 

　当連結会計年度におけるわが国経済は、前半、政府による経済対策効果を反映して景気

に緩やかな回復状態が見られましたが、後半、円高や世界経済の減速、エコカー補助金

終了など政策効果の息切れを背景に足踏み状態となり、厳しい経済環境が続きました。 

　また、住宅業界におきましては、省エネ住宅を対象にしたローン金利優遇策や、住宅

エコポイント制度の導入等の各種施策が追い風となり、新設住宅着工戸数が持ち直し

前年を上回る着工戸数となりました。 

　このような状況のなか、当社グループは、３期続きました赤字を黒字に転換できるよう

経営基盤を見直し改善に取り組んでまいりました。販売におきましては、同業他社との競合

の激しいなか、全力で提案営業活動にあたり製品の拡販に努めてまいりました。また、製品

のコストダウンおよび既存製品の改良・新製品の開発を進めてまいりました。その結果、

当連結会計年度を増収・増益とすることができました。 

　先行きの景気は、東日本大震災の影響、海外景気の下振れ懸念や為替・株価の変動

などにより、景気が下押しされるリスクが強まっておりますので、不透明な状況が続いて

いくと予想しております。 

　当社グループといたしましては、お客様第一主義・品質第一主義の徹底を図り、満足・

安全・快適な製品とサービスを提供してまいります。 

　株主の皆様におかれましては、なにとぞ一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い

申しあげます。 

平成２３年６月 

ごあいさつ  

代表取締役社長 
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暮らし・心・環境に。プラスイノベーション。 

この理念のもと、企業の社会的責任を追求しています。 

安心・安全・快適。品質第一のものづくりを推進し、 

自然と住まいに優しい環境優先型製品の開発を通じ、 

住宅文化の発展向上と持続可能な社会を目指すとともに、 

法令を遵守した公正な社会創りに貢献するために 

社会に対し３つの誓約を実践します。 

コーポレート 

ステートメント 

私たち南海プライウッドは、 

独自の発想と経営で革新にチャレンジし、 

お客様の求める真の価値を創造し、 

ステークホルダーおよび社会との調和ある安定成長を実現します。 

経営理念 
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暮らし＋���������� 安定持続社会のために企業倫理を守ります。 
ステークホルダーの安心の暮らしを守るためにCSR／コンプライアンスを経営の中枢においた態勢を構築します。 

心＋���������� お客様の心を満たします。 
大切なお客様の笑顔を守り、信頼を築く態勢を構築します。 

環境＋���������� あらゆる環境の持続に努めます。 
自然・社会・人の環境持続を優先した態勢を構築します。 

行動規範 
理念実現のための 

3つの 
PROMISE

環境マネジメント 
システムの推進 

　当社は、2006年3月31日に環境マネジメントシステム

（ISO14001）審査登録後、適切な維持管理に努めており

ます。また、未来のために地球温暖化対策にも取り組んで

おります。事業活動にともない使用されるエネルギーのロス

削減や温室効果ガスの排出制御等、地域はもとより地球環境

を見つめた省エネルギー活動を計画的に推進しております。 

　私たち南海プライウッド株式会社は、恵み豊かな自然環境を利用して事業

活動を行っていることを自覚し、かけがえのない地球環境を継続的に守るため 

 
 

を企業理念とし、快適な住空間を提供するという事業活動を通じて、社会の

発展に貢献します。 

環境方針  木材資源の有効活用 環境負荷の低減 

環境法規、規制、条例および当社が同意するその他の要求事項を遵守します。 

省エネルギーを推進します。 

資源の有効活用および廃棄物の発生の低減とリサイクル化を推進します。 

環境負荷低減型の製品開発に努めます。 

環境影響を的確に把握し、対策を実施して、汚染の予防に努めます。 

環境監査を実施して環境マネジメントシステムの継続的改善に努めます。 

グリーン購入の推進。 

環境保全  

項  目 

■登録場所／本社・志度工場・物流センター・朝日新町倉庫 

■適用規格／JISQ14001：2004　  ISO14001：2004 

■登録番号／JSAE1213

CM001
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アルミ製オープン階段 ［ルミスト］ インテリアにマッチする新色をラインナップ 

アルミのラインで上下階を繋ぐと、驚く程の開放感が出現。 

ラークナチュラル オーカーミディアム カフェブラウン 

ミスティホワイト ナイトブラック 無塗装 

アッシュブラウン 

 NEWS RELEASE

NEW

NEW

NEW NEW NEW

移り変わる時代の変化に対応して、さらに心地

よい空間を創造するために、ルミストは木質カラー

をリニューアルしました。 

空間を引き締めるモダンでシャープなアルミと

木質の優しい色使い。対照的な二つの心地よい

リズムが生活に開放感を与えてくれます。 

ア ル ミ：ホワイト 
木　　質：オーカーミディアム 
手摺形状：ショートフレームタイプ（スモーク） 

オーダーメイドパーティション ［オドア］ オープン感が高まる引込戸をニューリリース 

透過性の良い明るいカラーの樹脂パネルがさらに開放感を高めます。 

新登場の引込戸はフルフラット＆フルオープン

対応。大空間リビングや広々としたキッチンダイ

ニングの開放感を損ねることなく、明るいオープン

空間を提供します。さらにシンプルさを強調する

扉高2,500ミリまで中桟なしで対応可能なPS

タイプパネルも新登場。 

PSタイプパネル 

NEW
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押入・クロゼット収納［中段・枕棚］ 中段・枕棚がよりバリエーション豊富に 

新発売の一体型枕棚セットハンガーパイプ付（Ｖシリーズ）。洋室のクロゼットに最適。 

 

機能・意匠・コストパフォーマンス・使いやすさを

網羅し、充実のラインナップを誇る中段・枕棚

シリーズ。施工性抜群のＶシリーズに新しく

一体型枕棚セットハンガーパイプ付が加わり、

使い勝手のよい収納空間を作り上げます。 

システムクロゼットパーツ［ウォールゼットノエル2］ 新仕様のパーツで充実した内部収納を展開 

従来からの基本パーツも、より使いやすい内容にセット化。オドアとの相性もいい。 

オプションパーツの仕様を一新。前板のデザイ

ンを統一し、パーツ同士の合わせ使いも美しい

仕上がりに。細かな材質や形状を見直し、収納

しやすさをとことん追求しました。シンプルで選び

やすい。だけじゃない、より使い手の目線に立っ

た内部収納の完成です。 
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 NEWS RELEASE

2011

2012

ぞくぞくと新しい製品が登場。 

　時代のニーズに敏感に反応し、 

　　　オリジナル製品を展開します。 

補強化粧壁 

キッチンバックセット 

※掲載の写真はイメージです。実際の仕様は異なります。 

アルミ階段手摺 NEW

ビートメイプル 

インテリアローボード リフ NEW

フロア新色 



　当社グループでは、新設住宅着工戸数が前年比５.６%
増の８１９千戸と持ち直してきましたが、依然として低水準
のなか、積極的に提案営業活動を進め売上目標の達成に
努めました。 
　木材関連事業におきましては、拡販製品である収納材
「アートランバー」をはじめ、Ｖシリーズ（中段・枕棚）の販売
増、床材の「ビートメイプル」の安定需要等により、天井材
売上高は前年同期比０.９%減少しましたが、収納材売上
高は同じく８.３%の増加となりました。この結果、当セグメント
の売上高は９６億７９百万円、セグメント利益は５億２１百万円
となりました。 
　一方、電線関連事業につきましては、低水準で推移する
官庁物件、民需物件および価格もデフレ傾向が続くなか、
小口物件の獲得に努めました。この結果、当セグメントの
売上高は１８億６１百万円、セグメント利益は２９百万円となり
ました。 
　以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高１１５億
４１百万円、営業利益５億５１百万円、経常利益４億７０百万円、
当期純利益２億３０百万円となりました。 

　今後のわが国の経済情勢は、東日本大震災により企業活動
や個人消費が大きく打撃を受け、その復興には長期間を要する
ものと考えられますので、不透明な状況が続くものと思われます。 
　当社グループといたしましては、原価の低減や経費の削減
ならびに採算重視の営業展開に継続的に取り組むとともに、
販売・生産体制の効率向上を推し進めてまいります。 
　木材関連事業におきましては、一戸当たりの売上高の
増加を図るため、安心して使用いただける製品の供給にあたり、
利益面では原材料の安定供給を推進し、生産体制の充実を
図ります。この結果、当セグメントの売上高は９５億円、セグメント
利益は６億６０百万円になるものと予想しております。 
　一方、電線関連事業につきましては、厳しい環境での営業
展開となる見込みですが、引き続き顧客のニーズに対応できる
提案営業推進に努め、地域密着型企業へと変化していく
所存であります。この結果、当セグメントの売上高は１８億円、
セグメント利益は４０百万円を予想しております。 
　以上の結果、次期の連結業績は、売上高１１３億円、営業
利益７億円、経常利益８億３０百万円、当期純利益５億円に
なるものと予想しております。 

▼セグメント別の連結売上高構成 

注）売上高は、外部顧客に対する売上高であります。 
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▼新設住宅着工一戸当たりの 
　木材関連事業の売上高推移 
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当期の概況 次期の見通し 



連結財務諸表の要旨 
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注）　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

連結貸借対照表 

■資産の部 

流　動　資　産 

現 金 及 び 預 金  

受取手形及び売掛金 

商 品 及 び 製 品  

仕 掛 品  

原材料及び貯蔵品 

繰 延 税 金 資 産  

デリバティブ債権  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

固　定　資　産 

有形固定資産 

建 物 及び 構 築 物  

機械装置及び運搬具 

工具、器具及び備品 

土 地  

建 設 仮 勘 定  

無形固定資産 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券  

長 期 貸 付 金  

投 資 不 動 産  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

資産合計 

９，０１７ 

２，０７３ 

３，９６９ 

６６８ 

５４６ 

１，４３２ 

２０２ 

― 

１９４ 

△６９ 

８，４２４ 

７，０６４ 

１，８４４ 

６４２ 

４４ 

４，４９８ 

３４ 

１２５ 

１，２３４ 

５９６ 

― 

― 

６３８ 

０ 

１７，４４２ 

９，３５８ 

２，６５１ 

４，３３７ 

７０１ 

５５０ 

８８２ 

８９ 

３１ 

１２１ 

△８ 

８，１７０ 

５，７０５ 

１，２６２ 

４８４ 

３９ 

３，９１８ 

０ 

２０９ 

２，２５５ 

５３２ 

９７ 

１，０７２ 

６１４ 

△６１ 

１７，５２９ 

（単位：百万円） 

■負債の部 

流　動　負　債 

支払手形及び買掛金 

短 期 借 入 金  

未 払 金  

未 払 費 用  

未 払 法 人 税 等  

未 払 消 費 税 等  

賞 与 引 当 金  

デリバ ティブ 債 務  

環 境 対 策 引 当 金  

そ の 他  

固　定　負　債 

繰 延 税 金 負 債  

退 職 給 付 引 当 金  

役員退職慰労引当金 

資 産 除 去 債 務  

そ の 他  

負債合計 

■純資産の部 

株　主　資　本 

資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

自 己 株 式  

その他の包括利益累計額合計 

その他有価証券評価差額金 

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  

為 替換算調整勘定  

少数株主持分  

純資産合計 

負債・純資産合計 

１，６６２ 

８０３ 

１００ 

３４２ 

６３ 

１４ 

８２ 

９３ 

９１ 

― 

６８ 

２２９ 

４１ 

１４９ 

１０ 

― 

２８ 

１，８９２ 

 

１５，６９２ 

２，１２１ 

１，８６５ 

１１，８３３ 

△１２７ 

△１７８ 

２ 

△５５ 

△１２６ 

３６ 

１５，５５０ 

１７，４４２ 

１，６５１ 

９８４ 

― 

２２９ 

７０ 

１４８ 

７３ 

１２１ 

― 

４ 

１８ 

１３１ 

１ 

７９ 

１０ 

１２ 

２８ 

１，７８２ 

 

１５，８７３ 

２，１２１ 

１，８６５ 

１２，０１５ 

△１２９ 

△１５０ 

△３５ 

１８ 

△１３４ 

２４ 

１５，７４６ 

１７，５２９ 

前連結会計年度 
（平成22年3月31日現在） 

当連結会計年度 
（平成23年3月31日現在） 

前連結会計年度 
（平成22年3月31日現在） 

当連結会計年度 
（平成23年3月31日現在） 



58期（23.3） 54期（19.3） 

978

470

55期（20.3） 

78

57期（22.3） 

37

（単位：百万円） 連結損益計算書 （単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物に係る換算差額 

現金及び現金同等物の増減額 

現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の期末残高 

１，０７５ 

△３１１ 

△１４９ 

△３２ 

５８１ 

２，０６２ 

２，６４４ 

１，２４０ 

△２４４ 

△４９ 

４ 

９５１ 

１，１１０ 

２，０６２ 

売　　上　　高 

売 上 原 価  

売 上 総 利 益  

販売費及び一般管理費 

営業利益（△営業損失） 

営 業 外 収 益  

営 業 外 費 用  

経　常　利　益 

特 別 利 益  

特 別 損 失  

税金等調整前当期純利益（△純損失） 

法 人 税 等 合 計  

少数株主利益（△損失） 

当期純利益（△純損失） 

■損益ポイント 
１．前年同期に比べ売上原価率が生産の効率化により 

　　３.７ポイント改善して売上総利益率が３２.４%となりました。 

２．営業外費用で持分法による投資損失86百万円、 

　　為替差損90百万円、賃貸費用56百万円発生しました。 

３．特別損失に資産の減損損失の計上がありませんでした。 
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△78

8第５８期 報 告 書  

前連結会計年度 
平成21年４月１日から 
平成22年3月31日まで 

当連結会計年度 
平成22年４月１日から 
平成23年3月31日まで 

前連結会計年度 
平成21年４月１日から 
平成22年3月31日まで 

当連結会計年度 
平成22年４月１日から 
平成23年3月31日まで 
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２９ 
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４３１ 

２０５ 

△４ 

２３０ 



暮らし・心・環境に。プラスイノベーション。 
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● 植林地リポート 

地球環境をサステナブルに変える、小さなファルカタの大きな生長記録です。 Falcata Seeds

　インドネシア バナラン地区植林地は当初計画の10ha

から、ECO-RINGプロジェクトに賛同した地域住民の

土地に、新たに植林を続け現在12haに拡大しています。 

　2009年11月に植樹したファルカタの苗（写真上左）は、

2010年2月には順調に生育し平均して2.5m程の樹高

になりました（写真上中央）。 

　更に2010年7月には、大きいもので樹高5m以上に

まで生長（写真上右）。2010年10月には、順調な生長を

見せ樹高8mを超え、小さな森を形成しはじめています。

（写真下左） 

小さな森は生長し、今も変化を続けています。 



（平成23年3月31日現在） 

株　主　名 

南 海 興 産 株 式 会 社  
財 団 法 人 南 海 育 英 会  
S I X  S I S  L T D .  
株 式 会 社 百 十 四 銀 行  
丸 山 　 修  
株 式 会 社 愛 媛 銀 行  
CLAR IDEN  L EU  L TD  
SOCIETE GENERALE NRA NODTT 
南海プライウッド従業員持株会 
株式会社百十四ディーシーカード 

総　数 

大株主 

所有単元数別分布状況 所有者別分布状況 

持  株  数 持株比率 

２，９４３千株 
１，５５４　　 
６０５　　 
４６７　　 
３４４　　 
２４３　　 
１８６　　 
１６３　　 
１４１　　 
１２８　　 

３０.３７% 
１６.０４　 
６.２４　 
４.８２　 
３.５５　 
２.５０　 
１.９１　 
１.６８　 
１.４５　 
１.３２　 

発行可能株式総数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，０００，０００株 

発行済株式の総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １０，０９５，８００株 

株主数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７２０名（前期末比１８名減） 

１００単元以上 
７，３０７単元 

７３．４３％（１２名） 

１０単元以上 
１，４７５単元 

１４．８２％（６２名） 

１単元以上 
１，１６９単元 

１１．７５％（４９２名） 

金融機関 
８５１単元 
８．５５％（８名） 

証券会社 
２０単元 

０．２０％（７名） 

外国人等 
１，０５０単元 
１０．５５％（７名） 

個人その他 
２，８４５単元 

２８．５９％（４８４名） 

その他国内法人 
５，１８５単元 

５２．１１％（６０名） 

株式の状況 
商 号  
本 社  
 
 

設 立  
資 本 金  
従業員数 
事業内容 
事 業 所  

南海プライウッド株式会社 
〒760-0067　香川県高松市松福町一丁目15番10号 
電話　087（825）3615 
 

昭和30年4月16日 
21億21百万円 
360名（連結1,096名） 
建築内装材の製造・販売 
志度工場 
〒769-2101 香川県さぬき市志度5388番地 
物流センター 
〒769-2314 香川県さぬき市造田乙井170番地1 
朝日新町倉庫 
〒760-0064 香川県高松市朝日新町28番1号 

■会社概要 （平成23年3月31日現在） 

木材関連事業 
 
 
 
 
 
電線関連事業 

南海港運株式会社 
PT.NANKAI INDONESIA 
SENTUHAMONI SDN.,BHD. ※ 
EDA KILANG PAPAN SDN.,BHD. ※ 
※清算手続き中 
 
ナンリツ株式会社 

一般管工事業 南海化工株式会社 

■連結子会社 （平成23年3月31日現在） 

■持分法適用関連会社 （平成23年3月31日現在） 

■役　　員 （平成23年3月31日現在） 

代表取締役社長 

取締役・執行役員 

取締役・執行役員 

取締役・執行役員 

取締役・執行役員 

取締役・執行役員 

 

丸 山 　 徹  
小 紅 正 晴  
藤 村 岳 志  
正 箱 孝 史  
丸 山 　 宏  
玉 置 康 洋  
 

常勤監査役  

監 査 役  

監 査 役  

監 査 役  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員 

高 松 幸 雄  
大 川 俊 徳  
岩 部 達 雄  
村 田 　 剛  

小 野 彰 三  
蓮 井 孝 治  
松 浦 義 博  

インターネット 
ホームページ http://www.nankaiplywood.co.jp

地域別 
分布状況 

九　州 
２９単元 

０．２９％（１０名） 

中　国 
５４単元 

０．５４％（１９名） 

四　国 
７，５９７単元 

７６．３５％（２５４名） 

近　畿 
２５５単元 

２．５６％（８５名） 

中　部 
３１７単元 

３．１９％（５７名） 

関　東 
６３３単元 

６．３６％（１２６名） 

東　北 
１２単元 

０．１２％（５名） 

北海道 
４単元 

０．０４％（３名） 

海　外 
１，０５０単元 
１０．５５％（７名） 

（１単元＝千株） 

（注）当社は自己株式４０５，７３３株を所有しております。なお、持株比率は
当該自己株式を発行済株式の総数から控除して算出しております。 
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株主メモ 

■事 業 年 度／4月1日から翌年3月31日まで 

■定時株主総会／毎年6月に開催いたします。 

■基 準 日／定時株主総会の議決権　3月31日 

　　　　　　　　　期末配当　　　　　　　3月31日 

　　　　　　　　　中間配当　　　　　　　9月30日 

　　　　　　　　　※その他必要がある場合は、あらかじめ公告する一定の日 

■公 告 方 法／電子公告により当社ホームページに掲載いたします。 

　　　　　　　　　ただし、電子公告によることができないやむを得ない事由が 

　　　　　　　　　生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。 

■上場証券取引所／大阪証券取引所 市場第二部（証券コード 7887） 

■単 元 株 式 数／1,000株 

■株主名簿管理人／特別口座の口座管理機関 

　三菱UFJ信託銀行株式会社 

　【郵便物送付先／各種お問合せ先】 

　〒541-8583 大阪市中央区北浜二丁目4番6号 

　三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部 

　 各種事務に関するご照会　 電話 0120-255-100（通話料無料） 

　   〔受付時間　9：00～17：00（土、日、祝祭日、年末年始を除く）〕 




